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（楠閏ら 膵77）およびテラピア（プ’軌ゆ厄棚加£才cα）（宮下1981）などから流行的知見が縛られ  

ている。また，ニホンウナギ（宮峨ら】976a，b，C・宮崎1980）とマダイ（経机ら1982）の病  
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魚について病理組職摩的検索も行われている（＞   

今回，テラピアのぶd郷αγds才βggα£αγdα感染症について，病理組蘭学朝鵬瀾溜したので，その  

詳細について述べる。，  

材料および方法  

供拭魚はテラピア（mね劇五矧眈雨用）で，198i年1りヨに奈良臓岬iく■の養姉場より採取した2胤  

1981年12月に大阪府下の基鵜墟より採灘した8尾の訃10尾を井iいた。供訊魚は外観閣麿後に剖検  

し，10％ホルマリン液にて固定した。標本は常法に従って4～う′Jのパラフィン切片を作製した。  

染色はへマトキシリン・エオ‾ジン染色，ギムザ染色，グッドパスチャー染色，ワイゲルトぴ）轟褒維窮  

染色，アルデヒドフクシン染色，ズダン果Jう染色，PAS反応庖はベルリン紆淡色透行〆ニ，た。紬射  

検索は供諷魚より細菌分靴を行い，分離薗は医学細菌同定のてびき節2版（坂崎利∨シ■駅1那4）に  

準じて行った。分離薗の櫻状はグラム陰性の短種菌で運動性せ督し，カタ㌢…ゼ陽性，オキサダー  

ゼ陰性 インドール産生，硫化水嚢塵生，MethylIまed反差置蔓敬姓，Ⅴ喝eS Proslくallen反メ′E瞼帆  

ブドウ糖分解，乳糖非分解，シモンズのクエン酸塩利肝能陰性，尿瀦剖分鰍リジン脱炭酸陽性  

マロン酸非分解およびニホンウナギより分離したガdぴαサー蛮庖服α細別加で作典した抗血清に凝灘  

したことより 鼠 £α？一触と聞超した。なお細菌学的な詳細は兼職闇甥者の宮下により別途報鷲零  

れる予定である。  

結  果  

肉 眼 的 所 見  

病魚は肉眼的に，体色の補色，腹部の漉瀾とそれに伴う肛門の揖灘・突出を∃三癖緻としていた。  

まれに，眼球白濁および突出を呈するものもあった。剖検的には，腰部の膨瀦しているものでは，  

大塊の腹水が貯潤し，肝臓，脾魔慄よび腎臓に白色微小結節が多発していた（Plate卜り。臓器の  

結節の表面は楽劇し，その創面においても白色微小結節が多数みられた。2例ではあるが腸管にも  

白色微小結節の多発がみられた。なお総にも微小結節のみられるものもまれにみられた。  

病理組織学的所見  

感染病巣は主に肝臓 脾臓，剛蔵に形成され，まれに小腸や独弁にも観察された草 そのうち肝  

臓，脾臓，腎臓に形成された感染病巣の病徴はこれらの磯ほ那得こ兆通する点が多かったぐiヨ色事馴、  

結節として認められた病娘の初期像は凝状壊死（Plate，ト2，3，づ）を特徴とし，そ鋸やで細菌がび  

慢的に増鵜する。しかし，壊死狼への炎症性細胞反応は憫瀾であり，また壊死巣と周囲組織の境界  

は明瞭であった。時間経過した病巣では賂状壊死周囲鳩マクーコファ岬ジの強い浸潤が起こり，壊死  

層を被包するに至っていた（Platel卜1，2）。この段階の病巣では組＝猪のマクロファージ内増縮も綿  

著となり，多数の蘭球形成もみられた（P加e】卜う）。感染柄巣は最終的に肉卦感化していた（Plate  

I卜司J）。肉非j段形成に際して，病巣周囲に浸潤したマクロフフ′－ジはその外メ戻ほ‡iのものから順次類上  

皮細胞へと変化していた。また肉芽鷹内の壊死巣は吸収されるか，浸潤したマク！コファージともど  

も碇閻化していた。その夜間巣内では紬靖数が減少していた。古くなった肉芽脛は、肉芽膿内部の  

†＝本研究は大‡坂府淡水蝕駅鹸」劫の黍詑研究三遷を衆望蟹により行った。   
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吸収と檻酎ヒによって縮′卜し（Plate”卜1，2），その佗灘ほ針巨では劇＝猟が生現するものの，その数  

は激減していた（Plate…槻3）。上記の感染病放は，肝臓，腎臓碇基層して発現したり，そのうちの  

二つの抽盲姦㌍委に発現する傾向がみられ，病巣の病徴は同時進吾的であった。  

1． 肝  臓   

肝臓では巣状壊死（Plate卜2）から，マクロ：7プ‥…ジによる被包を受けた壊死掛こ至る感染病巣  

（1〕1atel＝）の発現が特徴であり，肉刺雄が多発することばまれであった。壊死病巣が多発した  

肝臓では∴粕洞内に蘭灘となったマターコファージによる塞栓や塞栓周囲の実磐部庭師儲が侵袈して  

できた微小壊死病巣も観察された。   

その他の脾臓の崩瀾として血鉄索，セ【コイドおよび脂藁某lの微小頗粒の肝細胞内沈磯があげられ  

る。色糸沈潜を封寸一る肝細胞は－」役に碁締Lていた。悪た，セロイド等の色糸を食食したマクロフ  

′′…ジの小山軌脈矧注トの浸潤も併せてみられた。   

2．脱  胎   

抑歯の侵袈による感染病巣は脾鶴を中心に形成され，巣状壊死（Pla七e卜3）から肉芽腱（Plate  

町名，削」）への進展がみられた。そ町周囲の脾髄は水鷹化して疎開したり、充うっ血を嘉してい  

た。その他酬掛こは変性赤血球，血鉄索，セー∴イド，脂蛋白およびメラニンを貪食した細網細胞が  

散ポ！三したり，大小の槌縫狼を形成していた（Platel】卜i）。   

3．腎  臓   

感浪病巣は造血敵組老中心に形成されており，賂状壊死（Plate卜4）から肉芽凝（PlateI】卜2，3）  

への進展がみられた。その巣状壊死巣は糸球体や尿細管む包措し，幣実質も変性壊死にl補ってい  

た。その他，尿細管上皮細胞の硝子滴変性や血鉄線沈潜，尿円柱の形成などの腎爽鷹の輿常，紙洞  

紆紬網内皮細胞と造血組縫の齢綱細胞↑欄血感磯いかイド，脂蛋払メラニンの沈着がみられた。   

4．腸  管   

腸管には…・般に感染病敷の形成はないが，2例にのみ噺穿の糾英1ご純に壊死脱が多発していた  

（Plate…血4）。壊死純綿か†】心都は凝剛犬になり，周囲にはマクロファージの浸潤が起こっていた。  

壊死が粘膜上皮におはんでいるものでは，粘膜上皮の壊死がみられた。壊死巣内での細菌増殖は軽  

微であったく〉   

5． 鳶隠   

舵弁に白色結節がみられた例では，触弁動脈瀾辺にマクりファ岬ジの醜燐がみられた。そこには  

細菌はごくまれに認められる程度であった。また，病巣部付近の腱薄板上皮細胞が増生し，腱の棍  

棒化しているものもあった（Platel】卜う） 

臥 眼  球   

肉眼的に角膜白濁怯よび突出しているものでは，角膜の水魔性肥厚と結膜上皮の肥厚がみられ  

：Jこ   

その他の器官では著変は認められなかった（＞  

考  察  

飽粍のこにドッジェラ症のうら，‘釦晴ら（け柑a b，C・19BO）はニホンウナギで病理組蘭摩灘眠  

評細な検討を行〆）ている。その所見によると，壊死巣に好中球の浸潤，報済する化淡性炎が義消散  

となっており，ニ】三として肝臓尤化戯滴髄逐形成する化膿性旧懐灘と関脇に化膿病巣優形威する化膿  

性造血組職虜埜の2っの発現型が認められている。窪田ら（i9B2）は，マダイにおける及£αγ血   
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症の病理組納所兇として，皮膚，捌縫および矧叔における肉芽魔性炎の発現をあげている。裾狛i∧1ら  

（】976）は肉！眼所見のみであるがポラ紆腺醜筋肉組織に感綴の形成と腐敗および強い悪臭を放っガ  

スの腺艦内充満を報脅している。これに根似したものとして〟eプだγ（197う）がChaIl王Ielcaぴish  

で，筋肉組職が悪臭を放ち，腐敗しやすい強腰他の病変（腐敗ガス腰痛）を観察している。   

今臥剖検したテラピア病魚では主として脾臓J脾瀾沫よび腎臓に白色微小結節形成を特徴とし，  

ポラおよびChallnelcatfishの所見とは大きく異なっていた。テラピア病魚の感狼病魂粛∵病理組  

織学的には局所の細菌増殖から長馴大旗死に至り，壊死巣を放り囲むマクロファージの浸潤から肉非  

膿俸虜へ進展していくのが特徴である。この特徴はマダイの感染病巣にみられる組織病変と類似し  

ているが，ニホンウナギにおける好申球浸潤を中心とする化膿性炎とは興っていた。検索したテラ  

ピアの例数が少ないこともあって，発現病理を類別することはできなかったが，肝臓で病巣が多発  

する傾向があった。また，10例中1例ではあるが腸管に壊死巣が多発していたことは他の魚椰から  

は報脅されておらず，テラピアの特徴の1つと考えられる。この病変は今後本病の感磯経路を究明  

する上で一助となる知見であろう。   

肝臓，膵臓および！好機において，セロイド，脂儲！甘および血鉄索の沈潜が輯潜にみられた凋 ■セ〔  

イドおよび脂蛋白については，変放した冷凍マサバ投与によるブリの栄養性ミオパチー（鍵田漠  

1980）や，変敗鋸翻貸与のコイ（‘馴寄ら198i）にそれぞれ起こることが報脅されている。血鉄索  

の沈潜と脾臓の抑網細胞の赤血球禽食橡は飼育水中の舶闊酸、アンモニア等の増加により発生した  

ニホンウナギのメトへやグロビン血症の魚に観察されている（窪l≡‡‡】ら198り。以上のことより，セ  

に∫イドおよび脂蛋白の沈溺牒灘として，変敗飼料投与，ビタミンE欠乏等が疑われる。血鉄瀦の沈  

着はテラピアの過密殖により水質が悪化し亜硝酸磯蘭灘し アンをニア琴が増加したことによりメト  

ヘモグロビン血鰯封こ陥ったのではないかと考えられる。このようにテラピアの飼育環境はかなり劣  

悪な状態にあると考えられ，セ‡コイド縫およびメトへモグ；コピン血痘のような慢性的な疾痛が生じ  

たものと思われる。そして，このような慢性威痛がェドリジエラ症を引き起こす簡閲ほなったので  

はないかと考えられるので，本病の防止には飼育環境や飼料上の諸l矧泌の改替が必要といえよう。  
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